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「神 の姿」
フ ィ リピ書2:6-11「 キ リス ト賛 歌 」 の理 解 に つ い て
花 咲 一 利
序
新約聖書 の中に散在 してい る、いわゆ る 「キ リス ト賛歌」においては、 さまざまなキ リス ト
理解が述べ られてい る。 また これ らキ リス ト賛歌それ 自体が、最 も古い 「信仰告 白」 の一つ と
なっている1)。そ して これ らは、初 期 キ リス ト論 の形成 において、重要 な地位 を占め ることに
なるのであ る。キ リス ト賛歌は、新約聖書において、 と りわけパ ウ ロ書簡において、 これ らを
採用 した著者に よって一つ の権威付けが なされてい る。キ リス ト賛歌を収録 してい る書簡では、
意図的に こ う述べ られてい る。
「詩編 と賛歌 諏 りo侭 と霊的 な歌に よって語 り合い、主に 向か って心か らほめ歌い なさい。」
(エフ ェ5:19)や 、「詩 編 と賛歌 加 りoごgと霊 的な歌 に よ り、感謝 して心か ら神をほめた
たえ なさい。」(コ ロ3:16b)の勧告 の言葉 にみ られ る よ うに、賛歌 諏 りogは 詩編 と同列に
置かれてい る。はた して これ ら諸賛歌す なわ ちキ リス ト賛歌 などが、詩編 と同等に教会で用い
られていたか ど うかは、検討 の余地を残 してい る。 しか しなが ら、キ リス ト賛歌を採用 した著
者 らは、既に これ らキ リス ト賛歌が特別 な文書であ るか のよ うな扱いを、 自らの著作において
行 なってい ることは 明白であ る。か くして これ らキ リス ト賛歌は、 旧約聖書 の引用句 と同様に、
「聖 なるテ クス トの威厳dieDignitateinesheiligenTextes」を持つ こ とになる2)。そ して この
権威付けは、 と りもなお さずキ リス ト賛歌 の内容に対す る権威付け ともなってい るのであ る。
このことは、本論で取 り扱 うフ ィリピ書におけ るキ リス ト賛歌において重要 な意味を持 ってい
る。
さて、 フ ィリピ書2章6-ll節 が、いわゆ るキ リス ト賛歌 となってい ることは よ く知 られて
い る3)。そ して この賛歌 におけ るキ リス ト理解 は、初期 のキ リス ト論形成 に独 自のキ リス ト理
解を提供 してい るのであ る。
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叡 のフィリピ書2:6における 儲1:嶺1灘 撫
とい うキ リス ト理解は、そ の後 の教会におけ るキ リス ト論争 の争点 の一つ となる 「ホモウシオ
ス」論に影響を与え、 さらに教会信条におけ るキ リス ト論に も、強い影響を与えてい ると考え
る。す なわ ち ニカイ ア信条(325年)、ニカイア ・コン ス タン テ ィノポ リス信条(381年)そ し
て カル ケ ドン信条(451年)が いずれ も告 白してい る、 キ リス ト両性論、 ホモ ウシオス理解 な
どに も影響を与えてい ると考え られ る。
特に今 日に至 るまで、キ リス ト教会 の正統的 な信仰告 白となってい るカル ケ ドン信条におけ
るイエ ス理解には、 このフ ィリピ書 のキ リス ト賛歌におけ る 「神 の姿」 「僕 の姿」が影響
を与えてい るのでは ないか。 カル ケ ドン信条は こ う告 白 してい る。
「われわれ の主イエ ス ・キ リス トは、
神性において父 と同質(ホ モウシオス δμ0伽σ如 り)であ るとともに、
人間性において我 々と同質(ホ モウシオス δμ0伽σ60り)であ る。」4)
この カル ケ ドン信条 に おけ る 同質(ホ モ ウシオス)理 解 には、 フ ィ リピ書 の賛 歌 のか た ち
μoρφヵ 理解が、用い られてい るのでは ないか と考え る。
以下 において、 フ ィ リピ書 の μoρφヵ 理解につ いて、 またそ の影響 について も検証 してい
きたい。そ して フ ィリピ書 のキ リス ト論 の持つ意義 と、 またそ こか ら今 日の教会におけ るキ リ
ス ト論理解において指針 となるものを導 き出 したい と考え る。
1フ ィリピ書26-11の キ リス ト賛歌 につ いて
このフ ィリピ書2:6-llが 、キ リス ト賛歌であ ることは よ く知 られてい るが、そ の成立に
ついては、 さまざまに議論 されてい る。 また賛歌 の構造分析において も、 同様にい くつか の説
が となえ られてい る5)。ここでは、かつてE.Lohmeyerが試みた構造分析を用い ることとす る。
それ は6-8節 、9-ll節 の2部 に分かれて、それ ぞれ が三行か らなる三つ の節(Strophe)
に よって構成 され 、整 った詩型を成 している6)。ここでは、賛歌全体 の構成等 を検討 は しない
が、 μoρφヵ について記 され る6-7節 に関 しては、以下 の よ うになる。
6aキ リス トは神 の身分(姿)μoρ 噸 θε00で あ りなが ら、
b固 執 しよ うとは思わず、
c神 と等 しい者 である ことに(つ いて)τ δ ε?りαご あα θεの,
ご
7aか え って 自分 を無 に して、
b僕 の身分(姿)に μoρ吻 り δ06λoひな り
c人 間 と同 じ者 にEδ μoご6ματご な られ ました。
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このキ リス ト賛歌に用 い られてい る μoρφヵ とい う言葉 は、本来 ギ リシア語 の意 味におい
ては、人 間の 「姿、形、認識 しうる外 見」等を意味 していた7)。μoρφヵ の用例 は新約 聖書に
おいては マル コ16:12と、 このフ ィリピ書2:6,7の 計3回 のみであ る。 しか しなが ら本来、
ギ リシア古典 、あ るいはヘ レニズム期 の著作等 には しば しば用 い られ てお り、 またLXX(七
〇人訳聖書)に おいて も 「姿、像」 などの訳語に も、 この μoρφヵ が採用 され ている8)。
ここで はまず、 この μoρφヵ が何を意味 してい るのかを検 討 したい。 また この μoρφヵ の
フ ィ リピ書に おけ る、 日本語訳 につ いて も問題 があ るのでは ないか と考 える。 新共 同訳 では
「神 の身分」 とい う訳を採用 してい るが、かつ ての口語 訳では 「神 のか たち」、 また青 野太潮
訳で も 「神 の形」 とい う訳語を与えてい る。特に新共 同訳に用い られた神 の 「身分」 とい う語
が この μoρφヵ に相応 しい訳語 であ るのか 、い ささか疑問 に思われ る9)。この点につ いて、
山内 真 は今 日比較的多 くの支 持者を得 ている説 と して μoρφヵ の訳 語 と して 「か たち」を
状態、 身分、地位 とす る解 釈が ある と述べ て、 ただ しこの説 の決定 的弱点 は、ギ リシア語 の
「か たち」に は、そ の ような意味 が欠落 してい る ところにあ る と述べ てい る10)。本論 では、
μoρφヵ に 「姿」 とい う訳語を あて ること とす る。 この訳語 も μoρφヵ の意味を必ず しも的
確に示す ものでは ないが、 よ り内容に近い言葉を探 した結果であ ると理解いただ きたい。
フ ィリピ書2:6に は、 まずキ リス トの先在が示 されてい るが、イ スラエルにおいては先在
のメシアは、決 して知 られてい なか っのであ る11)。また このフ ィリピ書 のキ リス ト賛歌は、イ
エ スを メシアと して告 白す る賛歌 とは なってい ない のであ る。 しか しなが ら、 この賛歌 の最後
にお いて 「イエス ・キ リス トは主 κ6ρごogで ある」(2:ll)と 公に宣べ ている ことは、本
来 イエスを救い主 σωτ卯 など と告 白しないキ リス ト賛歌 に おいては、む しろイス ラエル的
といえ るのでは ないか。 またイエ ス ・キ リス トは主 とい う信仰告 白の句は、新約聖書において
他にはみ られ ない表現であ る。 しか しこの句は、パ ウ ロ的 な告 白であ るとも考え られ る。イエ
スと主 κ6ρご侭 を結び付け て理解 していた のは、 パ ウロであ ったか らである。「口でイエ ス
は主 κ6ρごogであ ると公に言い表わ し」(ロマ10:9)、主 の名を呼び求め ることが救い と結
び付 くこと(同10:13)、また 「イエスは主 κ6ρごogで ある」(一 コ リ12:3)な どの信仰告
白の言葉、特に ロマ書10:9の 句は、 フ ィリピ書 の賛歌 と関係 してい ると考え られ る。ただ こ
のフ ィリピ書 の賛歌におけ る 「イエ ス ・キ リス トは主であ る」 とい う告 白は、パ ウ ロ的 とい う
よ りも、む しろ旧約的理解に よる と思われ る。詩 編llO:ILXX,イザ45:23LXXなどにおけ
る主(神)告 白が直接、影響を与えてい ると考 えられ る12)。そ して この主イエ ス ・キ リス トが、
今や全宇宙を父 なる神 と共に支配 してい ることを述べて、 フ ィリピ書 の賛歌全体がイエ ス ・キ
リス トと父 なる神 との同一性を示す傾 向にあ るといえ るであ ろ う。
キ リス ト ・イエス13)が、「神 の姿 μ0ρ吻 θε00」で ある ことの意味につ いては さまざまに
論議 されてい るが、 内容か ら考え ると6cの 「神 と等 しくある こと τδ ε?りαご あα θε刎ご
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と対に なってい ることか ら、 まず存在論的に神 と同等 の者を、そ してそ の姿、形を示 してい る
と考え られ る。イエ スが神 の姿であ るのは、そ の存在やあ り方 と深 くかかわ ってい る。 この6
bで は(神 の姿で あ りなが ら)そ の ことに固執 しよ うdρ παγμ6gと は思わず、 と述 べ られ
る。 この新 約聖書で もこの箇所 に のみ用 い られてい る 如 παγμ6g(略奪、固執)を ど う解釈
す るか に よって意 味が異 な って くる。 すなわ ち、略奪 され るもの として ある状 態(物)一 一
resrapiendaであ るのか、すでに略奪 されて(イ エスに よって)所 有 されてい る状態resrapta
であ るのかであ る。やは りイエ スの立場か らす ると、後者 の状態resraptaであ ると考え られ
る。それ はイエス 自身がすでに神 の姿 μoρ吻 θεooで あ り、神 と等 しい存在 であ ったに も
かかわ らず、あえて固執 しなか った とい う、われわれ の側か らの信仰告 白であ るか らに他 なら
ない。そ して こう解釈す る ことは、2:7b「 僕 の姿 μoρ噸 δ06λ伽 」 とな ったイエ スにつ
いて も、 同様 にわれわれ の信仰 告 白と して理解す る ことになる。 この僕 の姿は、特 に僕 δ06一
λog理 解 に集 中 してい る。古 くか らイザヤ書53章の僕 との関係 が指摘 され て きたが14)、しか
しこのイザ ヤ書におけ る僕は、神 の姿であ ったイエ スとはやは り、かけ離れた存在であ るとい
わ ざるを得 ない。む しろマ コ10:45の僕 としての 「人 の子」に近 いものである。このフ ィリ2:
7bの 僕 の姿は、他 の賛歌、例えば ヨハネの ロゴス賛歌 のよ うに、受 肉 したイエ スを意味す る
ものと考え られ る。実際、キ リス ト賛歌にお いては、受 肉に言及す るものが少 な くない15)。こ
のフ ィリ2:7bの 僕 の姿 μoρ吻 δ06λ伽 には、実体 としてのイエスの姿が示 されてい る。
2:7の δμoξωμα は、創世記1:26-27の 「神 の似姿ImagoDei」理解を想起 させ ると
同時に、パ ウ ロが像、姿 などを意味す る言葉 として、 しば しば好 んで用 いた用語 である16)。ロ
マ1:23「滅 び ることのない神 の栄光 を、似 せた像 δμoξωμα と取 り替 えた」 とい う言葉に
はそ の 「神 の似姿」理解が連想 され るが17)、パ ウ ロは慎重に述べてい ることに気付 くのであ る。
す なわ ち「(滅び るこ とのない)神 の栄光 δ6ξα τ00θε00」が 「似せた像にEδ μ0ご伽 α一
zε ㍑6り侭 」に取 り替 え られ たのは、神 自身 で も神 の姿 で もな く、神 の属性 の一 つであ る
「栄光 δ6ξα」 に過 ぎない とい うことであ り、決 して神 の本 質 とは関係 ない のであ る18)。そ
して この フィ リ2:7の δμoξωμα 理解 に類似 してい るのは、 ロマ8:3の イエス理解 の方
であ る。 「御子を罪深 い肉 と同 じ姿 でCδ μoご伽 ατご σαρκ6gこ の世 に送 り」 におけ る
δμoξωμα は、 このフ ィ リピ書に おいてパ ウ ロがキ リス ト賛歌 か ら得た御 子イエ ス理解 であ
ると考 え られ る。 すなわち、 この世 の肉の姿 を意 味す る言葉が δμoξωμα であ るとい うこと
であ り、キ リス ト賛歌はそ の意味で歌 ってい るのであ る。
このフ ィリピ書 のキ リス ト賛歌において示 されてい る 「同 じ者 δμoξωμα」は、イエ スが人
間 と同 じ肉体を もった人 を意 味す る言葉 であ り、姿 μoρ両 とは明 らかに区別 され 、用 い ら
れた と考え られ る。
2:8「 十字 架の死に(い たる まで も)」の句は、多 くの研 究者 が指摘す る とお り、パ ウ ロ
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の編集句であ るが、 この十字架 とい う言葉は、特に このフ ィリピ書においてパ ウ ロの立場を示
す ものとなってい る。彼は、「十字架 に敵対 して歩 んでいる者」(同3:19)と 、論敵を示す よ
うに、 この フィ リピ書で は、十字架 がパ ウ ロ側 の用語 とな ってい るのである。ただ、「キ リス
トの死」を 「十字架 の死」 と表現す るのは、新約聖書において この箇所 のみであ る。純粋にパ
ウ ロ的 なイエ ス理解であ るか ど うかは、判断 しがたい表現であ るがいずれにせ よ、本来 このキ
リス ト賛歌が告 白 したイエ ス理解では ない といえ る。 しか し死に言及 してい る点で、僕 と して
の姿 μoρφヵ が実体 を もつ存在 である ことが強調 され ている ことは確 かである。
ただ このキ リス ト賛歌におけ る 「先在 のキ リス ト」理解は、他 の同様 の賛歌 と共に、新たに
齎 らされたキ リス ト概 念 といえ るであ ろ う。 しか しこの先在 のキ リス ト理解 のさきがけ となる
理解を 旧約聖書、 旧約聖書続編 の中に見いだす ことがで きるのであ る。 この問題については、
以下 の]1見 え ない 「神 の姿 ε祝 伽 τ0か θε00」において、検討す るこ ととした い。
]1見 えな い 「神 の 姿 ε〔Kd)vτ00θ ε00」(コロ115)
フ ィリピ書2:6に は、キ リス トの先在が示 されてい るが、創造については特に言及 してい
ない。 ところが フ ィリピ書以外 のキ リス ト賛歌あ るいは ロゴス賛歌において、先在 のキ リス ト
について述べ るものは、いずれ も創造に関 して述べてい るのであ る。 フ ィリピ書 のキ リス ト賛
歌 のみ、先在 のキ リス トが唯一創造に関与 しない点において特徴的 なのであ る。
コ ロサイ書 の賛歌では1:15で 先在 のキ リス ト、1:16で はキ リス トの創造におけ る仲介が、
そ して1:17bで はキ リス トに よる創造の保持が述べ られてい る。
またヘ ブライ書で は1:3aで 先在 のキ リス トが、そ して1:3bで はキ リス トに よる創造
の保持が述べ られてい る。
さらに ロゴス賛歌(ヨ ハネ1:1-18)に おいて も、1:1-2に おいて先在 のキ リス トが
示 され、1:3bで はキ リス トの創造におけ る仲介が述べ られていた。
これ らの賛歌に共通 してい るのは、先在 のキ リス トは、神 と共に創造に関与 してい るとい う
こ とである。特 に神 の姿 を ε祝6り につい て述 べ るコ ロサ イ書 のキ リス ト理解 は、 フィ リピ
書 の神 の姿 μoρφヵ 問題 を解 く鍵 とな ってい ると考え る。 コロサ イ書 では、「御 子は、見え な
い神 の姿 ε2緬り であ り(1:15)、… 万 物は御子 におい て造 られた(1:17b)」 と御 子
キ リス トに よる創造を、キ リス ト賛歌 の うちで唯一 明確に述べてい る。
この御子キ リス トに よる創造に、最 も影響を与えた と考え られ るのは、 旧約続編 の 「知恵 の
書」に おけ る 「知恵 σo亟α に よる創造」理解 であ る。 この書の知恵 σoφξα が この コ ロサ
イ書 のキ リス ト理解に用い られた ことは、多 くの研究者が指摘 してい る19)。
御子 キ リス トは 「見 えない神の姿 ε祝6り20)であ り、すべ ての ものが造 られ る前 に生 まれ
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た方(コ ロ1:15)」とい う創造 論的 キ リス ト理解 におけ る 「姿 ε1緬り」 とい う属性 には、
知恵7:26の 「知恵 は神 の善 の姿 ε1κ伽21)」とい う知恵 の属性が用 いられた と考 えられ る22)。
特に 「御子 キ リス トに よる創造(コ ロ1:16)」とい うコロサイ書のキ リス ト賛歌独特 のキ リ
ス ト論には、「知恵 の書」 にのみ言及 され る 「知恵 σoφξα に よる創造 」理解を用いてい ると
考え られ る23)。
「知恵 の書」以前に著 された 旧約聖書、 旧約続編 の知恵文学 などにおいて も 「先在 の知恵」
に関 しては、 しば しば言及 されていた24)。
例えば、箴言8:22-23「主はそ の道 の初め にわ た し(知 恵=σoφ ξα)を造 られた。いに
しえ の御業に なお、先立 って。永遠 の昔、わた しは祝別 されていた。太初、大地に先立 って。」
この箴言において、擬人化 された知恵は、擬人化 された救済者 として述べ られ ている25)。また
創造以前に存在 していた こと、す なわ ち先在 の知恵 と して述べ られてい る。 この箴言において、
知恵は人 と して この世に遣わ された救済者キ リス トを予見 してい ると考え られ るのであ る。
また 旧約続編 の知恵文 学 の一 つであ る 「シラ書」26)にお いて も、「先在 の知恵 」は度 々述 べ
られ る。
「すべて の知恵 σo碗α は、主か ら来 る。主 と共に永遠に存在す る。(シ ラ1:1)」 「知恵は、
他 のすべ ての ものに先立 って πρoτξρα π伽 τωり 造 られた(同1:4)」 、「この世 が始 まる
前に πρδ τ00α 劾 りog33;a;'aρ幼g、 わ た し(知 恵)は 造 られた。わ た しは永遠 に存
続す る。(同24:9)」など、特に シラ書においては、知恵 の先在性が強調 されてい る27)。
これ らの知恵文学ではいずれ も 「先在 の知恵」が述べ られ るが、そ の知恵が創造に関与す る
とい う理解は見 られ ない。 なお、 このシラ書 の 「先在 の知恵」理解 は、 コロ1:17aの 「御子
は 『すべて のものよ りも先に πρδ π伽 τωり』 いる」 に用 いられ ている と考 え られ る28)。なお
パ ウ ロは、 隠され ていた知恵 を 「世 界の始 まる前か ら πρδ τ伽 α緬 りωり」定 めていた(一
コ リ2:7)と 述べてお り、 このシラ書におけ る先在 の知恵を、 コ リン ト教会 の論敵に対 して、
神 の知恵を述べ る際に用いてお り、パ ウ ロが この第一 コ リン ト書において、 シラ書 の先在 の知
恵理解を用いた と考え られ る。特にG.TheiRenは、一 コ リ2:6-16の 中に、 シラ書や知恵
の書 などのユダヤ的知恵 の強い影響をみてお り29)、パ ウ ロの知恵理解は これ ら知恵文学 の影響
下にあ った と考え られ る。
一方、 旧約続編 の 「知 恵の書」30)では、 明確 に神 と共 に創造 に関与す る 「知恵」理解 が述べ
られてい る点において、他 の知恵文学 とは異 なってい るのであ る。
「知恵は神 の認識 翫 ごστ卯 ηgに あずか り、神 の御業 を見分 けて行 な う(知 恵8:4)」 、
「万物 の中で知恵 に まさる造 り手 τεZりττごg31)がい るだ ろ う。(同8:6)」 、 「知恵 に よっ
て 吻 σoφ匁 人を形づ くられ ま した。(同9:2)」 、「知恵 はあなた と共 にいて御業 を知 り、
世界をお造 りに なった とき、そ こにい ま した。(同9:9)」 など。
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この 「知恵 の書」におけ る 「知恵に よる創造」理解が コ ロサイ書 のキ リス ト賛歌に採用 され、
御子キ リス トに よる創造 とい うキ リス ト賛歌独 自のキ リス ト理解を示す と共に、天使 と御子キ
リス トとの区別 の際に も、効果的に用い られてい るのであ る。
しか しこの コロサ イ書 の キ リス ト賛歌 の 「神 の姿 ε1κ6り」 とい うキ リス ト理 解は、神 と
(同質 の)姿 、かた ちを意味す るものでは ない と考え る。それは このキ リス ト賛歌におけ る姿
ε1κ6りが、主 に知 恵 の書 におけ る知恵 σoφξα か らの借 用で ある ことか らもいえ るであ ろ
う。す なわ ち知 恵 の書 にお いて、知恵 は 「神 の善 の姿 ε1緬 り」 とい うとき、 その知恵 σo・
φξα 自身 は決 して実体 ウシアを伴 うもので な く、それゆ えに神の善 ε1κ6りも実体 を持つ
ものでは ない。それは箴 言の擬人化 された知 恵において も、同様 であ る。す なわ ち、 このE一
κωり は、決 して実体を伴 うキ リス トの姿 を意 味す るものでは ない とい うことであ る。 このこ
とは、後 のいわゆ る グノー シス文 書に おいて像 、似姿を ε1緬り と理解 して いる ことと無関
係では ない。それゆえにキ リス ト論に関 しては、実体を伴わ ない姿 と して の神 の姿を意味す る
用語 が ε㍑6り であ る と理解す ることがで きるであろ う。 これ らの ことか ら この コロサイ書
のキ リス ト賛歌 に おけ る 「神 の姿 ε㍑6り」 は、 フ ィ リピ書 のキ リス ト賛歌 におけ る神 の姿
μoρ両 とは、異 なったキ リス ト理解を示 してい る と結論づけ るこ とがで きるであ ろ う。
皿 「神の本質の完全な表れ」(ヘブ1:3)
また新約聖書において、イエ スの姿をキ リス ト論的に表現す る言葉 と して、やは りキ リス ト
賛歌 の一つであ るヘ ブライ書1:3の 中に 「神 の本質 の完全 な表れ」 の一節があ る。 この 「本
質 δπ6στασεωgの 完全 な表れ(刻 印)zα ρακτ卯 」 はキ リス ト論におい て、独特 の理解を
示 してい る。 この句は、賛歌 の第一連に対句 となって置かれてい る32)。
1:3abあ り ～ヒπα6γασμαzヲ9δ6ξ η9
ヘ へ 　 ぐ ノ ヲκαごZαρακτηρ τη9ひ π0στασεω9α ひτ0ひ,
1:3a(御 子イエ スは)神 の永遠 の光輝(反 映)で あ り、
神 の本質 の刻 印(現 れ)で あ る。
このaπ α6γασμα「反映」 とzα ρακτ卯 「現れ(刻 印)」は、御子 イエスについて対句 となっ
て いるが、 こ こには知 恵 の書 の 「知恵 σoφ碩 」の属性 をみ るこ とがで きる。aπ α6γασμα
(知恵7:26)は 、知恵 の書において知恵 の属性 の一つであ り、神 の光 の 「反映」にす ぎなか
った33)。それは光であ る神の映 しにす ぎない知 恵を示す もので もあ る。そ して新約聖書におい
ては このaπ α6γασμα「反 映」が御 子イエスに用い られてい るが、本来 の意味であ る反映は、
知恵には用い られて も、御子イエ スには相応 しくない よ う思われ る。そ の反映 と対に なってい
るのが現れzα ρακτ卯 で あ り、 この言葉 もaπ α6γασμα 同様 、新約聖書 におけ る用 例は
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ただ この箇所 のみであ る。いずれ も御子イエ スを的確に表現す る言葉 とは ならなか ったが、 こ
こではイ エスを 「神 の本質 δπ6στασ侭 の現れ」 とイエスに関 して、初 めてその本質 ヒュボ
スタシスついて言及 されてい る点で、後 のイエ ス理解を先取 りしてい るといえ るであ ろ う。
lV「神の姿」の教会信条における影響について
この フィ リピ書2:6-7の μoρ両 理解が、 その後 の教会 におけ るキ リス ト論争 の争点
の一つ となる 「ホモウシオス」論に影響を与え、 さらに教会信条におけ るキ リス ト論に、強い
影響を与えた ことについて検討 してお きたい。
叡 のフィリピ書2:6における 儲 霧 鑛 糊
U
とい うキ リス ト理解 は、本質0面 碩 において、神 とイエ ス ・キ リス トは同質 δμ0伽σ如 り
であ ることを示す ものであ る。 このことをキ リス ト賛歌 自身が強 く意識 していたか ど うかは分
か らないが、イエ スは受 肉に よって、つ ま りわれわれ と同 じ肉体を持 って この世に来 られた の
で あるか ら、そ の姿 μoρφヵ は実体 δπ0στασ侭 とな ったので ある。す なわ ち、 イエス の
姿 μ0ρ両 は、僕 の姿 μ0ρ吻 δ06λ伽 であ ると同時に、神の姿 μ0ρ吻 θε00な のであ
る。 それ は 「神 の像ECBCD'τ00θ ε00」(コロ1:15)の よ うな外見 をかた どっただけ の
似た姿 なのではな く、 内実を ともな うもの こそが、 「神 の姿 μoρ吻 θεoo」なのであ る。 こ
のフ ィ リピ書 の神 の姿 μoρ噸 θεooに至 って初 めて、それ までは実体 を持 つ ことのなか っ
た神が実体 δπ6στασ侭 を持つ こととな ったのであ る。
この実体 δπ6στασ侭 となった神理解 こそが、 ニカイア信条(325年)、ニカイ ア ・コン ス
タン テ ィノポ リス信条(381年)そ してカルケ ドン信条(451年)に 至 るいずれ の信条 も告 白 し
てい る、 ホモウシオス理解に も影響を与えた とい うことであ る。
ニカイ ア信条は、「ホモ ウシオス(同 質、 同一実体 の者)」を最初にそ の信条に採用 した こと
で知 られてい るが34)、御 子イエス ・キ リス トについて こ う告 白してい る。
「(神の子、 イエス ・キ リス トは)
父 の本性(本 質oδ 評 α)よ り神 のひ と り子 と して生れ、…
作 られず して生れ、父 と同一実体(ホ モウシオス δμ0伽σ如 の であ る35)。」
父 なる神 と神 の子イエ ス ・キ リス トが、 同一実体(ホ モウシオス)で あ るとい う表現は この
信条 の成立において も論議 され、問題 とされていたが、御子イエ ス ・キ リス トが、父 なる神 の
本性oδ 評 α の一部 などではな く、 また父 なる神 と不可分 な存在 であ るこ とを 明確 にす るた
め に採用 された と考え られ る。 また 「造 られず して生れ γεリリηθξリリταorπo切 θξりτα」
の句は、 このニカイ ア信条に先立 って作成 された、 カイサ レイ アのエ ウセ ビオスの案ではただ
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「生れ たる ものを γεγεリリημξり0り(信ず)」であ った36)。しか しこの句 も、父 なる神 は、御
子イ エスの元、初 め(ヲ ノαρzη)である と主張 していた ア レイ オス(ア リウス)に 対 してイエ ス
の先在性を強調す るため、 また御子イエ スとそ の他 の被造物 との明確 な分離を示すために付加
された ものであ る。
このニカイ ア信条では、信条 の後に続 く異端排斥文で、は っき りと御子イエ ス ・キ リス トに
つい て 「生 まれ る前には なか った(存 在 しなか った)」、「存在 しない ものか ら、 または他 の本
性=実 体 ヒュボスタシスまたは本質 ウシアか ら造 られた」 とい う者を、 カ トリック教会は排斥
す ると宣言 してい る。 このことは、 ア レイ オス(ア リウス)派 の 「御子イエ スは他 の被造物 と
は別 の完全 なる被造物」 とい った教説を排斥す るため の 目的で著わ された文であ るが、父 なる
神 の本性oδ 評 α よ りイエス ・キ リス トは生れた ことを強調す る ことに もな っている。
このニカイ ア信条 のキ リス ト論、父 なる神 と同一実体(ホ モウシオス)で あ る御子イエ ス理
解 には、 やは りフ ィ リピ書 の神 の姿 μoρ両 で あるキ リス ト理解 が、用い られ てい ることは
確かであ る。
そ の後 コン ス タン テ ィノポ リス公会 議(381年)で 宣言 され た、 ニカイ ア ・コン ス タン テ ィ
ノポ リス信条37)でもこ う示 され る。
「(神の子 である唯一 の主 イエス ・キ リス トは)
造 られず して生れ、父 と一体(ホ モ ウシオス δμ0伽σ如 の であ り、すべて のものは彼
に よって造 られた。38)」
この公会議においては、聖霊は被造物であ ると主張す るマケ ドニウス派を排斥す るために、
聖霊 につ いて も 「主であ り生命 の主 であ る聖霊 を、父か ら出て(父 と子 か ら出て)、父 と子 と
ともに礼拝 され、尊ばれ る。」 と告 白 している点 において重要 である。
そ して カル ケ ドン信条におけ るイエ ス理解には、は っき りとフ ィリピ書 のキ リス ト賛歌にお
け る 「神 の姿」 「僕 の姿」が影響を与えてい ると考え られ るのであ る。 カル ケ ドン信条 の
神 とイエ スに関す る箇所は以下に示す。
「(われわれ の主 イエス ・キ リス トは)、
神性において父 と同質(ホ モウシオス δμ0伽σ如 の であ るとともに、
人間性において我 々と同質(ホ モウシオス δμ0伽σ如 の であ る39)。」
この同質(ホ モ ウシオス)理 解に は、 フィ リピ書 の神 の姿 μoρφη 理解が、用 い られ てい
る。 なぜ なら、新約聖書 の他 の箇所において も、神 の姿 とイエ スの姿が 同 じであ ることに言及
す る箇所は ないか らであ る。そ して カル ケ ドン信条は こ う告 白 してい る。
神性においては この世 の前に父か ら生れ、人間においては終わ りの時代にわれわれ のた
め、 またわれわれ の救い のために、神 の母 θε0τ6κog処女マ リアか ら生れた40)。
この告 白は、直接的には異端 と して排斥 され るネス トリウスに対す る反対 の言葉で もあ った。
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彼は、イエ スにおけ る神性 と人性を分離 して解釈 したが、 このことは厳 しく教会か ら非難 され
ていた。 この点では、 カル ケ ドン信条に先立 って20年も前に、 ア レクサン ドリアのキ ュリロス
に よるネス トリウス排斥文 で問題 に されて いる。 キ ュ リロスは こ う宣言 した。「父 な る神 のみ
ことばが、 肉体 に実体 δπ6στασ侭 に よって結 ばれ てい る、肉体 を持 ったキ リス トと同一で
あ り、神であ ると同時に人であ ることを否定す る者は排斥 され る。」41)
一方、 カル ケ ドン信条は、先 の句に続いて こ う告 白 してい る。
「同 じ唯一 のキ リス ト、主 な るひ とり子 であ り、二つ の本性 φ6σ侭 におい て、混 合、変
化、分割、分離せずに存在す る。42)」
この告 白において も、イエ スの神性 と人性を分離 して理解 しよ うとす るネス トリウスに対 し
て慎重に宣言 してい ることに気付 くのであ るが、 この告 白の中に も、 フ ィリピ書2:6-7に
おけ る神 の姿 と僕 の姿 とを見 ることに なるのであ る。換言すれば、 フ ィリピ書におけ るキ リス
ト賛歌で歌われた 「神 の姿 μ0ρ吻 θε00僕 の姿 μ0ρ吻 δ06λ伽 」 とい うキ リス ト理
解は、後 のイエ ス告 白やキ リス ト論に重要 な意味を持つ言葉 となった といえ るのでは ないか。
か くして、 このカル ケ ドン信条 のイエ ス ・キ リス ト告 白は、そ の後1500年以上にわた り今 日
に至 るまで、キ リス ト教会 の正統的 な信仰告 白となった のであ る。
結論
以上、 フ ィリピ書2:6-7の キ リス ト賛歌 におけ る 「神の姿 μoρ吻 θε00」一一 「僕
の姿 μ0ρ吻 δ0似伽 」理解 について、そ の意 味 とそ の後 の教会 における影響につ いて検 討
して きた。
このフ ィリピ書2:6-7に おけ るキ リス ト告 白、す なわ ち 「イエ ス ・キ リス トはr神 の姿
μ0ρ噸 θε00』で あ り、『僕 の姿 μ0ρ吻 δ06λ伽 』 であ る」 とい うキ リス ト理解 は、そ の
後 μoρ両 とい う言葉 で、教会 にその まま継承 され てい くこ とはなか った。 しか しそれ は、
この μoρ両 が本来持 ってい る意 味が、必ず しもイエス ・キ リス トを的確に表現 していた と
はいえ なか ったか らであ る。む しろこのフ ィリピ書 のキ リス ト賛歌におけ るイエ ス ・キ リス ト
理解は、御子イエ ス ・キ リス トを、そ の本質 ウシアにおいて、神 とは 同質 ホモウシオスであ る
ことを理解 させ るため の、手掛 りとなる理解を示 していた のであ る。す なわ ちイエ スは受 肉に
よって、 つ ま りわれわれ と同 じ肉体を持 って この世 に来 られ たのであ る。 その姿 μoρ両 は、
今や実体 ヒュボスタシスとなった ことを告 白 してい るのが、他 ならぬ このキ リス ト賛歌におけ
る神 の姿 と僕 の姿 であ った といえるのでは ないか。 イエス の姿 μoρ両 は、僕 の姿 μoρ吻
δ06λ伽 である と同時 に、神 の姿 μ0ρ噸 θε00な のであ る。
イエ スに よって、それ までは実体を持つ ことのなか った神が、 この時初めて実体を持つ こと
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となった ことを、 このフ ィリピ書 のキ リス ト賛歌は告 白 してい るのであ る。
このキ リス ト理解は、やがて父 なる神 と御子イエ スとの関係を、教会が告 白す る際に と りわ
け神 と御子イエ ス ・キ リス トは 同質、 同一実体(ホ モウシオス)と い う信仰告 白の最 も重要 な
理解に用い られ ることに なるのであ る。確かに、 フ ィリピ書2:6-7に おけ る
イエ スの姿 μ0ρφヵ は、神 の姿 μ0ρ噸 θε00で あ り
僕 の姿 μ0ρ吻 δ0似伽 であ る。
とい う言葉が、そ のまま信条 の中に採用 されたわけでは ないが、そ のキ リス ト理解において、
そ の後 の教会信条に継承 され ることとなった と考え られ る。特に カル ケ ドン信条におけ るキ リ
ス ト論においてであ る。以下 の告 白がそ のことを最 もよ く示 してい る。
「(イエスは)、神性 において父 と同質(ホ モ ウシオス)で あ る とともに、人 間性 において
我 々と同質(ホ モウシオス)で あ る。」
す なわ ちここに告 白されたキ リス ト両性論(二 性論)は 前述 した通 り、今 日に至 るまで教会
信条(信 経、credo)の基本 とな っているのである。「父な る神 と御子イエ ス ・キ リス トは 同質
(同一実体)で あ る」 とい う使徒継承 の信仰告 白の中心 となる理解は、 フ ィリピ書 のキ リス ト
賛歌 において最初 に示 されたキ リス ト理解、御子 イエスは神の姿 μoρφラ θε面 であ り、僕
の姿 μ0ρ吻 δ06λ伽 に よっている とい うことは、新約聖書 の他 の箇所 には同様 の理解がみ
られ ない ことか らも、確か なことであ ろ う。そ して このキ リス ト論は、キ リス ト両性論 と共に、




(なお 神 学 関 連 文 献 の 略 語 は 、 基 本 的 にSchwertner,S.,銃6010g∫s6加1～6α16%劉ん10頭4彪.4厩 餓1鰯g3θ6処
g6∫6傭s,Berlin・NewYork:WalterdeGruyter,1976.に拠 っ て い る 。)




Deichgraber,R.,⑫C21,S.163によ る 「キ リス ト賛 歌 に お け る キ リス トの 属 性 に 関 す る 表 」 に 、 ヨ
ハ ネ の ロ ゴ ス 賛 歌 等 を 加 筆 修 正 し た も の を 以 下 に 示 す 。 な お[]は 本 来 の 賛 歌 に は 含 ま れ な い 。
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キ リス トに関 して コロ1
先 在1,15
創造における仲介1,16































































3)フ ィ リ ピ書 の 研 究 者 は 、 一 部 の 編 集 句 を 除 い て 、 概 ね パ ウ ロ以 前 に 遡 る こ と の で き る キ リス ト賛 歌 で
あ る と 考 え て い る 。 そ れ ら 研 究 者 の も の を 、 以 下 ほ ぼ 年 代 順 に 示 す 。






TestamentStudie(abbr.ノ>TS).26,1980,p.258.永田 竹 司 「初 期 キ リス ト論 形 成 に つ い て の 一 考 察 一





StuttgartetaL:W.Kohlhammer,1984,S.185ff.山内 真 「ピ リ ピ 人 へ の 手 紙 」 日 本 基 督 教 団 出 版 局








3;こ こ で μoρφラ τ00Boo;の よ う に τoか(単 数 属 格 の 冠 詞)を 用 い な い の は ギ リ シ ア 詩 文 の 特
徴 で あ る 。
4)Denzinger,H.undSch6nmetzer,A.,EnchiridionSymbolorum.DefinitoniumetDeclarationum.Ed.
XXXVI,Freiburg:Herder,197636,Denz.301.カル ケ ド ン 信 条 の 日 本 語 訳 は 、H.デ ン ツ ィ ン ガ ー 編 、
A.シ ェ ー ン メ ッ ツ ァ ー 増 補 改 訂 、 浜 寛 五 郎 訳 「カ ト リ ッ ク 教 会 文 書 資 料 集 」(改 訂 版)エ ン デ ル
レ書 店 、1992年 改 訂4版 、69ペ ー ジ に よ る 。 な お 小 高 毅 編 「原 典 古 代 キ リス ト教 思 想 史2ギ
リ シ ア 教 父 」 教 文 館2000年412ペ ー ジ 以 下 の 訳 は 次 の 通 り。
「こ の 同 じ方(イ エ ス)が 神 性 に お い て 御 父 と 同 一 本 体 の 者(ホ モ ウ シ オ ス)で あ り、 か つ ま た 人
性 に お い て 我 々 と 同 一 本 体 の 者(ホ モ ウ シ オ ス)で あ る 。」(山 村 敬 訳)
5)そ の 構 成 に 関 して は 、Deichgraber,R.,op.cit.,S.122ff.永田 竹 司 前 掲 書81ペ ー ジ 以 下 、 等 を 参 照 の
こ と 。
6)Lohmeyer,E.,idem.





9)こ の 「神 の 身 分 」 と い う訳 語 に つ い て 、 石 川 康 輔 は 「六 節 の 《神 の 身 分 》 と い う語 は 『モ ル フ ェ ー 』
で あ る が 、 こ れ は あ る も の の 外 形 を 意 味 す る だ け で な く、 そ の も の の 『あ りか た 』、 『本 性 』 を も 指 し
て お り、 七 節 の 《僕 の 身 分 》 に 対 応 す る 。」 と 述 べ て 、 「身 分 」 の 解 説 を し て い る 。(石 川 康 輔 「フ ィ
リ ピ 書 の 信 徒 へ の 手 紙 」r新 約 聖 書 注 解 皿 』 日本 基 督 教 団 出 版 局1991年243ペ ー ジ)




約 の 特 に イ ザ ヤ 書 の 影 響 を み て い る 。
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13)こ の キ リス ト賛 歌 が 関 係 代 名 詞t.0で 受 け て い る の は 、 前 節 の 句 キ リ ス ト ・イ エ ス で あ る た め 。
14)Jeremias,J.,Abb..S伽4纏9π7%甜彪s如耀 刎1嬬6%2腕601㎎ ∫6鰯4Z認 忽s醜 嬬 彪,G6ttingen:V&R,1966,
S.209,308ff.では 特 に こ の 関 係 を 強 い も の と考 え て い る 。
15)他 に コ ロ1:19,一 テ モ3:16な ど 。
16)パ ウ ロ に お い て5回 、 そ れ 以 外 で は6μ06ω μα は 黙9:7、6μo♂ ωσ`gの 形 で ヤ コ3:9に 用 い
ら れ て い る 。
17)こ の ロ マ1:23の δμo♂ωμα 理 解 に は 、 創 世 記 の 理 解 よ り も 、 詩 編105:207LXX、 申4:15ff.の





19)「知 恵 の 書 」 の 研 究 者 で はGeorgi,D.,恥 ♂s加∫'Sα10〃¢os,JSHRS.III/4,Gatersloh:Gatersloher,1980,S.
434.Schmitt,A.,DαsBπ論 伽 晩 納6鉱E∫%1(㈱ 耀 漁7,Warzburg:Echter,1986,S.31.ders.,
恥 納 読.DieNeueEchterBibel,Warzburg:Echter,1989,S.15.など。
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Chr.,De:、κ010∬67勿〃¢%πs.σ癖67sπ論 π%望%z.Fort',〃 α4∫o'ガo%s望s6雇6履1∫6加〃¢」田%'6㎎ 鰯%4鰯4
且 π∬ α8例o%KOIl,15-20,WUNT.II/131,Tabingen:M.Siebeck,2000,S.ll6.など 。
20)新 約 で ε1κ伽 の 用 例 は23回 で あ る が 、 コ ロ サ イ 書 で は2回 、 キ リ ス ト賛 歌 で は こ の 箇 所 の み で あ
る 。apudKuhli,H.,ε1κ("oinEκ卿'♂s論6s恥7彪7伽 論gπ 辮.〈セπ6%7セs如辮6%'(Abk.E珊>J).1,Stut-
tgartetaL:W.Kohlhammer,1980,Sp.947.




23)こ の 点 に 関 し て は 、 拙 論 「キ リス ト讃 歌 に お け る 天 使 概 念 」 『関 西 外 国 語 大 学 研 究 論 集 』67号




25)「救 済 論 的 姿soteriologischeGestalt」apudMaller,H.一P.,rD⊃hin銃6010g♂s6加s恥7妙伽6傭 鰯 ¢.41一'r:T
纏7セs如 耀 窺(Abk.Tみ 隅4T).II,StuttgartetaL:W.Kohlhammer,1977,Sp.938.
26)「シ ラ 書 」 の ギ リ シ ア 語 テ ク ス トは 、Ziegler,J.(edidit),S砂纏 磁 ルsπF∫1∫S蜘6九Septuaginta.Vetus
TestamentumGraecum.XII/2,G6ttingen:Vandenhoeck&Ruprecht,19652.に拠 っ て い る 。
27)そ の 他 「わ た し(=知 恵)は い と 高 き 方(=神)の 口 か ら 出 た 」(シ ラ 書24:3)の 句 で は 、 神 と 知
恵 の 「親 密 さ 」 が 述 べ ら れ て い る 。 な お 、 「親 密 さSynusie」 は 、 本 来 「知 恵 σoφ♂α」 の 属 性 で あ る
が(Wilckens,U.,σoφ6αinT阿 凋>T.VII,S.499ff.)、新 約 の キ リス ト賛 歌 に お い て は 、 こ の 理 解 が




Ruprecht,1983,S.364ff.なおConzelmann,H.,D87粥 彪B万 げ α%砒1(07ガ%飾67,KEK.V,G6ttingen:
Vandenhoeck&Ruprecht,198112,S.79ff.では 、 む し ろ 知 恵 の 書6-9章 の 知 恵 理 解 が 、 一 コ リ2:




hoeck&Ruprecht,1910g/1977(9v611igneubearb.AufLlglO),S.54ff.では 、 フ ィ ロ ン や オ リ ゲ ネ ス な
ど の 影 響 は 見 る も の の 、 シ ラ 書 な ど の ユ ダ ヤ 的 な 知 恵 理 解 の 影 響 は あ ま り顧 み ら れ な い 。 な お 、
Fascher,E.,D676鴬彪B万 げ46sP襯1πsα%4ガ〃(07伽'1診67,ThHK.VII/1,Berlin:EvangelischeVerlagsan-
stalt,19843,S.123f.では グ ノ ー シ ス 的 背 景 の み を 検 討 し て い る 。
30)こ の 「知 恵 の 書(原 題 はン ロ モ ン の 知 恵 Σoφ♂α Σαλωμ勧og)」 は 、 紀 元 前1世 紀 の 中 頃 、 エ ジ プ




S.8.Georgi,D.,0.C2.,S.395.なお 「知 恵 の 書 」 の テ ク ス トは 、Ziegler,J.(edidit),S砂纏 磁Sα10辮o一
%♂s,Septuaginta.VetusTestamentumGraecum.XII/1,Gottingen:Vandenhoeck&Ruprecht,19802.に
拠 っ て い る 。
31)τ εZレ7τ`g「造 り手 」 の 、LXXで の 用 例 は こ のソ ロ モ ン の 知 恵 の み で あ る が 、 τεZ画 τηg(τ εZ蒔
τ`gの 男 性 形)は ヘ ブll:10に(神 は 都 の)「 設 計 者 」 で あ る と 、 神 の 属 性 と し て 用 い ら れ て い る 。
apudZiener,G.,1万6飾6010g♂s6勿B¢gア伽s1)辮6勿inBπ 論de;恥 ♂s6勿露,BonnerbiblischeBeitrtage
(Abk.BBB).ll,Bonn:P.Hanstein,1956,S.126.
32)ヘ ブ ラ イ 書 の 研 究 者 の 多 く は 知 恵 の 書 の 「知 恵 σoφ♂α」 概 念 の 影 響 を 指 摘 し て い る 。 年 代 順 に 示 す
と 、Windisch,H.,Der Hebraerbrief, HNT.14,Tabingen:J.C.B.Mohr,1933,S.ll.Ku£,0.,DerBrie
α%4ガ6肋 わ短67,RegensburgerNeuesTestament(Abk.RNT).8/1,Regensburg:F.Pustet,1966,S.30f.
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Spicq,C.,五'動飾6α臨 碗 わ紹πκ,SourcesBibliques(abbr.SBi),Paris:J.Gabalda,1977,p.59.Zimmer-






Neukirchen-Vluyn:Benziger/Neukirchener,1990,S.60.などで あ る。 な お ヘ ブ1:3の 内 容 に つ い て
は 、 拙 論 「ヘ ブ ル書1章3節rキ リス ト讃歌 』 と知 恵 概 念 に つ い て一rン ロモ ンの知 恵 』 か らの 影 響
一 」r基 督 教 研 究 』 第52巻1990年89ペ ー ジ以 下 参 照 。
33)この 点 に 関 して は 、 拙 論 前 掲 書93ペー ジ以 下 参 照 。
34)カイ サ レイ ア の エ ウセ ビオ ス(263/65-339/40)によれ ば 、 こ の御 子 イ エ ス ・キ リス トを 「ホ モ ウ
シオ ス 」 と告 白す る に至 った の は 、 神学 論争 な どに よ って で は な く、 ロー マ皇 帝(コ ンス タ ンテ ィヌ
ス 帝)の 命 に よ る もの で あ る と され る。(エ ウセ ビオ ス 「自分 の 教 区 に あ て た 書 簡 」 に よ る)
35)H.デ ン ツ ィ ン ガ ー編 、A.シ ェー ン メ ッ ツ ァ ー増 補 改 訂 、 浜 寛 五 郎 訳 、 前 掲 書27ペ ー ジ。(Denz.
125.旧54.)
36)Krebs,E.,「ニ ケ ア信 教SymbolumNicaenum」rカト リ ック大 辞 典 』 皿 冨 山 房1952年838ペ ー
ジ参 照 。
37)この 信 条(カ トリ ッ ク用語 で は 信 経)は 、 「ニ カ イ ア信 条 」 を 引 き のば した もの の よ うに考 え られ 、
17世紀 末 か ら 「ニ カ イ ア ・コ ンス タ ンテ ィノポ リス 信 条 」 と呼 ば れ て い る が 、 この 呼 称 は 正 し くな い
と し、 前 掲 書 「カ トリ ッ ク教 会 文 書 資 料 集 」(改 訂 版)で は 「コ ンス タ ンチ ノ ー プル 信 経 」 との み 呼
ん で い る。(H.デン ツ ィン ガ ー編 、A.シ ェー ン メ ッツ ァ ー増 補 改訂 、浜 寛 五 郎 訳 、前 掲 書37ペー ジ)
38)H.デ ン ツ ィ ン ガ ー編 、A.シ ェ ー ン メ ッ ツ ァ ー増 補 改 訂 、 浜 寛 五 郎 訳 、 前 掲 書38ペ ー ジ。(Denz.
150.旧86.)
39)同上69ペー ジ。(Denz.301.旧148.)以下 カ ル ケ ドン信 条 は これ に拠 って い る 。
40)この告 白 の前 に は 「罪 を 除 い て は 、 す べ て は 私 た ち と 同 じで あ る。」(ヘ ブ4:15参 照)の 一 文 が 置 か
れ て い る。(H.デ ン ツ ィ ンガ ー編 、前 掲 書 で は ヘ ブ3:15と 誤 記 して い る。)
41)この排 斥 文 は 、 十 二 箇 条 か らな る異 端 宣 言 文 とな っ てお り、430年ll月初 旬 に作 成 され 、 同 月30日に
ネ ス トリウス に 渡 され た もの で あ る。 同 上60-61ペー ジ。(Denz.252-263.旧ll3-124.掲載 した の は 第
二 箇 条 で 、Denz.253.旧ll4であ る。 な お ギ リシ ア語 本 文 は、SanctusCyrillusAlexandrinus,⑳♂s'π一
1α6XVII,PG,LVII)
42)同上69-70ペー ジ。(Denz.302.)
43)特に 最 も古 い信 条 と され る 「古R一 マ信 条 」 に お い て 、既 に三 位 一 体 論 的 告 白が な され て い る点(cf.
Denz.12)でも、 こ の フ ィ リ ピ書 の キ リス ト理 解 は重 要 な意 味 を 持 つ と考 え られ る。
(はな さ き ・か ず と し 短 期 大 学 部 助 教 授)
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